
アステックは、2020年 創立30周年を迎え、建築家 隈 研吾 氏と出会い、
日本本来の「湯浴み文化」を楽しむ美しい時間と場所を提供します。
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株式会社 アステック 

和デザイン浴槽の株式会社アステック、和の大家と言われる

建築家 隈 研吾 氏と提携し、新概念「拡張」ユニットバス
「WABURO KUMA」（ワブロクマ）を開発、12月17日発表

　「和」デザインラグジュアリー浴槽・浴室ブランドメーカーである株式会社アステック（本社：
神奈川県横浜市、代表取締役：内山 繁）は、2020年 創立30周年にあたり、記念商品・イベントを
発表してきましたが、その集大成として、世界的 建築家 「和の大家」と言われる 隈 研吾 氏と共に、
ラグジュアリーユニットバス「WABURO」シリーズでコラボレーションモデルを開発しました。
　「WABURO KUMA」（ワブロクマ）の最大の特徴は、「拡がるユニットバス空間」をコンセプ
トに、洗面室と浴室をシームレスにデザインした一体型の広々としたゆとり空間の提供になります。　
高品質自然素材をふんだんにつかった拡がるユニットバス「WABURO KUMA」は、2020年12月17
日に発売開始いたします。　時を忘れ、心と身体を開放する上質な和モダン湯浴み空間をご体験い
ただけます。　商品詳細は、2020年12月17日に発表いたします。
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『 一日の終わりのご褒美になるようなお風呂を作りたいと思った。
色々な住環境に対応出来るようにユニットバスのシステムを利用し、
肌に触れる部分には自然石と天然檜を使うことにした。 

浴槽と洗い場が分かれている日本のバススタイルは海外の浴槽だけの
それと比べてともすれば面積効率が悪いように思えるが、僕はそこに
日本人特有の風呂文化を愛する気持ちが垣間見える気がする。 

小さな住空間の中であっても豊かさを得られる場所として
このお風呂をデザインした。』　

1954年生。東京大学建築学科大学院修了。1990年隈研吾建築都市設計事務所設立。現在、東京大学特別教授・名誉
教授。1964年竣工の丹下健三デザインによる代々木屋内競技場に衝撃を受け、幼少期より建築家を目指す。大学で
は、原広司、内田祥哉に師事し、大学院時代に、アフリカのサハラ砂漠を横断し、集落の調査を行い、集落の美と力
にめざめる。コロンビア大学客員研究員を経て、1990年、隈研吾建築都市設計事務所を設立。これまで20か国を超
す国々で建築を設計し、（日本建築学会賞、フィンランドより国際木の建築賞、イタリアより国際石の建築賞、他）、
国内外で様々な賞を受けている。その土地の環境、文化に溶け込む建築を目指し、ヒューマンスケールのやさしく、
やわらかなデザインを提案している。また、コンクリートや鉄に代わる新しい素材の探求を通じて、工業化社会の後
の建築のあり方を追求している。


